










要約 

健常人の血清の HTLV-Ⅰ抗体の保有状況を知る目的で、国立予防衛生研究所血清銀行に保

管されている血清のうち、1972～1986 年に福岡県、新潟県、群馬県において収集された健

常人血清合計 10,715 例について PA 法によるスクリーニングを行い、陽性例についてエイ

テスト、エンベロープ蛋白 EIA、カルパス、ウエスタンブロット等による検査を行った。

各検査結果の総合的判断から陽性と判断された検体は、福岡県 2.0%、新潟県 0.1%、群馬県

0.3%であった。福岡県の検体の成績では、1972～80 年の陽性率が 1981～86 年のそれより

もいずれの年齢群でも高く、抗体保有率曲線が年長側に移行する傾向がみられた。出生年

コホートによる抗体保有率は 1946 年以前の出生群では一群を除き 4.0%以上となった。 


